












はじめに 

 真に有効な先天異常モニタリングを行うためには,地域特性を反映しつつかつ広く日本

全土をカバーするモニタリングシステムを確立しなければならない。そのためには相互の

データ比較が可能なようにモニタリングで扱う対象や観察方法をある程度統一しておく必

要がある。 

 先天奇形の統一的実地調査に関する研究班(実地調査研究班と略す)では,地域特性を反

映しやすい人口ベースモニタリングを 3 ヵ所(神奈川,大阪,鳥取)で,種々の偏りはあって

も調査精度を高く維持できる病院ベースモニタリングを 2ヵ所(日本母性保護医協会,日赤

病産院グループ)で行い,将来の全国規模のモニタリングのモデル研究を目指すことにした。

そのために個々のプログラムは独自の方針で研究を推進し,一定数の共通マーカーについ

ては共同調査として主任研究者の所で集計,速報(四半期報告)を開始した。なお各プログラ

ムでの研究の詳細は後述の各班報告を参照されたい。 


